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（1）
大ࡕ࢈業大学ܦ営࿦集　ୈ ùø ר　ୈ ø߸
̍．͸͡Ίʹ
　これまでܧଓ的に価値共創マーケティングのアプローνで地域活性化やιーシϟル・Ϗ
ジネスなどの活動を考察してきた。ຊߘの目的はマーケティングの新しい考え方の価値共
創のࢹ఺からアクティブラーニングの活動を考察することで、地域活性化へ向けた֓念化、
理࿦化を目指すことである。ࠃは人ޱٸݮ・超ߴྸ化という௚໘する大きな課題にରし、
政෎一体となって取り組Έ、֤地域がそれͧれのಛ௃を活かした自཯的で࣋ଓ的な社会を
創生することを目指している。そして、ࠃは大学をੵۃ的に地域活性化のための主体とし
て位ஔͮけて多様な政ࡦを実施している。一方の大学は生きて行くྗ、実ફ的なྗを習ಘ
するためのアクティブラーニングのಋೖをਐめている。そして、地方ެ共ஂ体・企業౳は
実຿Ոڭ員の೿ݣ、ࢿ金的なࢧԉ、フィールドϫークやインターンシップ、課題解決ܕ学
習などを実施するためのࢧԉや場を提ڙしている。
　学生が活動する場には地域の事業者、/10そして生活者などの多様な主体が参加する。
アクティブラーニングの活動をとおして主体間に相互作用が発生して場が活性化され当初
の目標に向かってਐΜだり、さらに༧ظしていなかった方向にਐΜだりすることがある。
当初はੵۃ的でなかった学生がਐ行と共に能動的になり新しい挑戦につながるような޷॥
環の事例も出てきた。
　࠾用した研究・ௐࠪアプローνは、社会心理学者のϨϰィンが開発したアクション・
Ϧサーνである。これまでの研究から、地域活性化は、場の生成に向けたプロセス、場
の活性化と共創、場の運営の３つのࢹ఺での考察がඞཁであることがಋ出できた（藤岡、
2018）。
　2018年に、商学Պは３つのゼミが߹同で地域活性化へ向けたアクティブラーニングを実
施した。ຊߘは、大ࡕ෎からのҕୗ事業である商店街活性化事業と大東商工会議所から紹
介された地元のスタートアップ企業との共創についての事例を࠾用する。事例をとおして
価値共創マーケティングのアプローνで考察することで地域活性化へ向けた場のࢹ఺での
֓念化、理࿦化を目指す。
　ຊ࿦จはୈ̎ষで価値共創マーケティングのࢹ఺でおこなったઌ行研究について֓؍す
る。現ࡏは、20ੈلの工業社会からサーϏス社会へとస׵した社会である。20ੈلの理࿦
化のલ提であった工業社会における大ྔ生࢈やϞϊを中心としたࢹ఺からサーϏスや৘ใ
化のࢹ఺での理࿦化がٻめられている。マーケティングは企業とސ٬との取Ҿ関係を中心
に考察されるが、サーϏスはސ٬の生活ۭ間と企業のܦࡁۭ間で相互作用するಛ௃がある。
したがって、社会システムとܦࡁシステムとの઀ଓの研究がෆ可ܽである。そこで、ୈ３

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ষで商店街活性化事業と中小企業との共創事例を࠾用して考察する。地域活性化の֓念の
精៛化に向けて、これまでにಋ出した３つのࢹ఺、場の生成に向けたプロセス、場の活性
化と共創、場の運営の３つのࢹ఺で事例をとおして場の֓念化を検౼する。ୈ̐ষでܧଓ
的な਺年間の活動をとおして場がどのように生成されていったのか、相互作用する主体は
どのようにม化したのか、場の運営について考察して、最ޙに࢒された課題を提ࣔする。
２．ઌߦݚڀ
２－̍．Ձ஋ڞ૑ϚʔέςΟϯάͱ͸
　20ੈلに発展した఻౷的マーケティングは工業社会のもとで企業のཱ場から有形ࡒであ
るϞϊを中心として発展した。工業社会では企業とফඅ者は཭れた関係に位ஔしていた。
しかも、お互いに୹ظ的なࢹ఺で自己のརӹを௥ٻするためにରቂするଘࡏとしてのར己
的な主体間関係を૝定していた。
　現ࡏはインターネットがߴ度に発展したサーϏス社会である。サーϏス社会ではސ٬の
ཱ場からސ٬のٻめる࣌に、生活するۭ࣌間で企業とސ٬の௚઀的な相互作用が生͡るこ
とが多くなる。生活ۭ࣌間では企業とސ٬間だけでなく、生活者同࢜やϞϊと生活者など
が相互につながることができる。サーϏス社会ではඞཁな৘ใや価値を決められるのは生
活者のফඅ者である。したがって、サーϏス社会においては఻౷的マーケティングがલ提
としてきた工業社会における与݅が成ཱしなくなることから、新しい価値共創マーケティ
ングがٻめられている。価値共創マーケティングとは生活ੈքで企業とސ٬が௚઀的に相
互作用しながらސ٬のจ຺価値をߴめるためのマーケティングである̍。
　価値共創マーケティングは̐$アプローνで分ੳできる。ʮDPOUBDUʯとʮDPNNVOJDBUJPOʯ
が共創の場を生成するためのલ提である。多様な主体が共創の場をとおして相互作用を
おこない価値をʮDPDSFBUJPOʯすることでʮWBMVFJODPOUFYUʯ（จ຺価値）が生成される。
藤岡（2018）では、地域活性化を目指す主体が集まるʮ場の生成プロセスʯ、エネルギー
のある場とはどのようなプロセスで生成されるのか、ʮ活ྗのある場ʯそれは、計画的に
生成できるのか、ʮ場のマネジメントの可能性ʯについて考察した（ਤ̍）。
̍価値共創マーケティングの定義や基ຊ֓念についてのৄࡉは村দฤஶ（201）、村দ（201）を参র。
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　場を生成するためには、ܦࡁ行ҝを担う企業などの事業者、社会໰題の解決を目指す
/10、そして生活者である個人などの多様な主体がʮDPOUBDUʯすることがඞཁである。
地域の事業者である商店街や中小企業は社会システムの生活ۭ࣌間と常に઀఺を࣋ってい
ることから、大学がつながることによって大きな場が生成される可能性がある。ઌ行研究
からは、学生が参加することにより商店街や中小企業の活動は地域に開かれたオープンな
場になるきっかけができること、場では所ଐする組৫からগしલに出た個人が異࣭な人ʑ
とのコミュニケーションで৮発されることで大きなエネルギーとなること、最初は小さい
場だが大きな場に生成する役割を学生が担っていること、さらに、価値共創の場の運営に
は新しいマネジメントやϦーμーシップのख法のཱ֬がඞཁであることなどが分かった
（藤岡、2018ɿ12ô12）。
２－２．ௐࠪํ๏ͱ՝୊のઃఆ
　ຊߘは価値共創マーケティングのフϨームϫークを用いてアクティブラーニングにおけ
る地域活性化について਺年間ܧଓ的にௐࠪしてきた。これまでに、商店街と大学がʮ商店
街大学ʯを定ظ的に開࠵して、価値共創をすることで地域のଞの主体とつながり生活の場
をとおしたަ流が生まれていくことが分かった̎。
̎ʮ商店街大学ʯの໊শは໺࡚参ಓ商店街の理事長が提Ҋして決定した。ຖ月ୈ３ਫ༵日に商店街ৼڵ組
߹の事຿所で地域活性化の議࿦を実施している。そこに、３年લから学生がアクティブラーニングの
一環で参加している。
ਤ̍ɹՁ஋ڞ૑のϓϥοτϑΥʔϜ
出所ɿ藤岡（2018）Q119。

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　ຊߘはアクション・Ϧサーνのख法を࠾用してௐࠪ研究する。アクション・Ϧサーνは、
社会活動で生͡るॾ໰題について、研究者が参加する小集ஂの活動をର৅としてܧଓ的に
考察する基ૅ的研究のख法である。アクション・Ϧサーνは社会をߏ成する組৫や個人の
行動が相互作用しながらม化する現実社会をର৅としたௐࠪ方法である。Ϩϰィンがアメ
ϦΧにおける社会課題の解決方法についての研究でコミュニティやそのϦーμーをର৅に
したௐࠪで࠾用した（Ϩϰィン、201ɿ20ô222）。アクション・Ϧサーνは社会໰題の可
能な解決ࡦを研究者が自らを参加主体の一人になることでܦݧ的な分ੳをおこなうことで
実ફしながら؍察することにಛ௃がある。ඇ実証主義的なཱ場からྔ的なख法よりも࣭的
なௐࠪख法として࠾用される（໺村、2018ɿ9ô99）。
　࣍ষでは、商店街活性化事業と中小企業との共創の̎つの事例を࠾用して、ᶃ場のઃ定
と相互作用、ᶄ場の活性化と共創としてどのような成果につながるのか、そのプロセスを
検౼する。そして、場の֓念化についてઌ行研究でಋ出した生成に向けたプロセス、活性
化と共創、運営の３つのࢹ఺で整理して考察する（藤岡、2018ɿ12ô12）。
̏．ࣄྫ
̏－̍．঎ళ֗׆ੑԽࣄۀ
ʢ̍ʣ場のઃఆͱ૬ޓ࡞༻
　大ࡕ෎のҕୗ事業ʮฏ成0年度　商店街サϙーター創出・活動ࢧԉ事業　課題解決プラ
ンʯをडけて、໺࡚参ಓ商店街と大ࡕ࢈業大学商学Պが定ظ的にʮ商店街大学ʯを開࠵し
た。事業の目的は、地域の生活者、商店、事業者、組৫とのަ流・活動を活性化して商店
街のັྗを創଄、発৴することである。
　商店主のߴྸ化は、商店街組৫の活ྗと行動ྗのਰୀ化のݪҼである。ਰୀ化によりۭ
き店ฮが૿加する。行動ྗがあるएखޙܧ者のݮগや࢖໋ײにあ;れる商店街ৼڵ組߹員
がݮগすることで組৫がऑ体化する。ߴྸ者の組߹員がݹい׳習にଊわれることで৘ใ発
৴ྗがऑく、چଶґ然としたൢചଅਐにґଘしたままで個店と商店街としてのまとまった
ັྗがे分఻達できない。
　ʮ商店街大学ʯは、ݪଇ、ຖ月ୈ３ਫ༵日19࣌から地域のॅຽ、事業者、組৫、学生が参加し、
地域活性化へ向けたプϨゼン、౼࿦をおこなう集まりである。学生がʮ商店街大学ʯで提
Ҋした地域活性化に向けての企画Ҋを参加者が議࿦して、地元の生活者や事業者などをר
きࠐむことで࣋ଓ的な商店街事業を実施できることを目指している。これは、商店街を地
域コミュニティの担いखのセンターとして位ஔ付ける活動である。すなわͪ、ʮ商店街大学ʯ
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　場を生成するためには、ܦࡁ行ҝを担う企業などの事業者、社会໰題の解決を目指す
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２－２．ௐࠪํ๏ͱ՝୊のઃఆ
　ຊߘは価値共創マーケティングのフϨームϫークを用いてアクティブラーニングにおけ
る地域活性化について਺年間ܧଓ的にௐࠪしてきた。これまでに、商店街と大学がʮ商店
街大学ʯを定ظ的に開࠵して、価値共創をすることで地域のଞの主体とつながり生活の場
をとおしたަ流が生まれていくことが分かった̎。
̎ʮ商店街大学ʯの໊শは໺࡚参ಓ商店街の理事長が提Ҋして決定した。ຖ月ୈ３ਫ༵日に商店街ৼڵ組
߹の事຿所で地域活性化の議࿦を実施している。そこに、３年લから学生がアクティブラーニングの
一環で参加している。
ਤ̍ɹՁ஋ڞ૑のϓϥοτϑΥʔϜ
出所ɿ藤岡（2018）Q119。

価値共創マーケティングによる地域活性化の一考察（藤岡芳郎）
　ຊߘはアクション・Ϧサーνのख法を࠾用してௐࠪ研究する。アクション・Ϧサーνは、
社会活動で生͡るॾ໰題について、研究者が参加する小集ஂの活動をର৅としてܧଓ的に
考察する基ૅ的研究のख法である。アクション・Ϧサーνは社会をߏ成する組৫や個人の
行動が相互作用しながらม化する現実社会をର৅としたௐࠪ方法である。Ϩϰィンがアメ
ϦΧにおける社会課題の解決方法についての研究でコミュニティやそのϦーμーをର৅に
したௐࠪで࠾用した（Ϩϰィン、201ɿ20ô222）。アクション・Ϧサーνは社会໰題の可
能な解決ࡦを研究者が自らを参加主体の一人になることでܦݧ的な分ੳをおこなうことで
実ફしながら؍察することにಛ௃がある。ඇ実証主義的なཱ場からྔ的なख法よりも࣭的
なௐࠪख法として࠾用される（໺村、2018ɿ9ô99）。
　࣍ষでは、商店街活性化事業と中小企業との共創の̎つの事例を࠾用して、ᶃ場のઃ定
と相互作用、ᶄ場の活性化と共創としてどのような成果につながるのか、そのプロセスを
検౼する。そして、場の֓念化についてઌ行研究でಋ出した生成に向けたプロセス、活性
化と共創、運営の３つのࢹ఺で整理して考察する（藤岡、2018ɿ12ô12）。
̏．ࣄྫ
̏－̍．঎ళ֗׆ੑԽࣄۀ
ʢ̍ʣ場のઃఆͱ૬ޓ࡞༻
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は、地域活性化へ向けた中֩的な場を形成する機能であり、地域の事業者、組৫、ॅຽな
どと一ॹに学生が参加することで学生が自ら地域活動に関心を࣋ͪ、主体的に活動したく
なるような場を生成する事業である。
　学生は地域活性化へ向けて、ө૾企画、Նࡇり企画、ች੍作、おֆかきどおり、シール
アート、タペストϦー、໺࡚ 4VO4VO（さΜさΜ）フϦマ、ήート作成、̐छྨのύンの
開発、歳຤நબ会、オϦジφルの商店街大学৆などの企画を提Ҋして実施した。৘ใ発৴
では、Ϧアルഔ体としてタウンࢽ、഑෍Ϗラ、࡭ࢠなどを活用した。4/4ではϢーνューブ、
商店街のホームページやフΣイスブック、地域の大東࢛ᑍ೅ネット、理事長個人の 4/4、
さらに、地域メディアのジΣイコム（+ɿ$0.）などを活用した。
　ຖ回、֎෦ߨࢣ、たとえば長年地域のエコ活動をੵۃ的にਪਐしている地元のܦ営者、
地元のイラストライター、ドローンύイロット、大東ࢢで地域活性化へੵۃ的に取り組Μ
でいる方などをটᡈして地域活性化活動の࿩をฉいた。商店街からはલ向きな個店が参加
して店ฮの活性化や商඼開発へ向けて学生と共同で取り組Μだ。

ʢ２ʣ੒Ռ
　商店街の成果としては、個店の商඼開発、イベントの企画・運営への学生の参加、商店
街活動の৘ใ発৴、商店街役員の業຿ෛ担のܰݮ化、商店街と地域のڮ౉し、そして、間
઀的成果としてۭき店ฮのݮগなどにつながった。地域ަ流の成果では、地域のॅຽ、地
域の༮ஓ園、อҭ園、地域のクϦエーター、地域の事業者、地域の/10、行政、近ྡ大学、
メディアなどとのަ流ができたことである。
　商店街での活動から学生が学Μだことは、商඼企画ྗとして、責任ײ、創意工෉、企画
を実現することの೉しさなど、プϨゼンྗとして、分かりやすくઆ໌するྗ、આಘྗなど
である。計画では、役割分担、スケジュール、工ఔ管理など、実行では、৴པ関係、ௐ整
する能ྗ、トラブルへのରԠ、コミュニケーション、νームϫーク、人間関係などである。
　学生は自分達がීஈ当たりલのようにやっていること、たとえば、4/4 での৘ใ発৴
などが地域活性化へつながる可能性をײ͡た。さらに、自分たͪが考えた企画・イベント
などが地域の中では࢐新にධ価されることが体ײできて自৴や達成ײにつながった。さら
に、学生からは商店街はԹかい場所だ、自分たͪの行動をࢧԉしてくれる人たͪ、૟আを
していると੠をかけてくれる人たͪがいる、地域の人たͪと一ॹに企画を実行することで
ಘられるসإがૉ੖らしいとײ͡た、などの意ݟがあった。
　ࠓ回の活動をとおして、ັྗ的なʮ商店街大学ʯの場をઃ定することが、地域活性化へ
向けたັྗの創଄へ向けてのୈ一ஈ֊であること、企画の実行へ向けてௐ整する機能や

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ファシϦテーターの機能がॏཁであることが分かった。
ʢ̏ʣ̏ͭのࢹ఺Ͱの·ͱΊ
　場の生成に向けたプロセスは、新３回生に向けて̐月のઐ໳ԋ習"において理事長が
参加者をื集したところから開࢝した。そのޙ、関心のある学生はຖ月ୈ３ਫ༵日の19࣌
から開࢝されるʮ商店街大学ʯで自分が考えた企画をプϨゼンした。そこには、商店街の
理事長をは͡めとする地域の人が集まり議࿦をॏͶた。学生はฏૉから考えていた企画が
実現できる機会であることからੵۃ的に議࿦に参加して創意工෉をॏͶた。ඞཁにԠ͡て
参加者の中からࢧԉ者が現れた。ಛに、商店街の෭理事長や運営事຿ہ長はঁ性でありฏ
ૉから日常生活で地域の生活者と多様なネットϫークがある。൴ঁたͪから学生は多くの
アドバイスやࢧԉをडけて課題をࠀ෰しながら࣍ୈに能動的に関わっていった。このよう
なプロセスで場の活性化と共創が実施された。ʮ商店街大学ʯの場の運営は主࠻者である
商店街の理事長がຖ回実施した。
　一෦の学生は、当初、̔ 月の最終౔༵日に開࠵されるՆࡇりのイベントの提Ҋをしたが、
ෆ࠾用になったことから、その企画を創意工෉しながらվળして結果的に、ळࡇり、歳຤
企画へとస用された。ಛに、何回もෆ࠾用になり最ޙまで実施に向けて商店街とڠ議した
学生の歳຤企画が地域ॅຽからߴいධ価をಘることになった。
　理事長は学生が商店街の活性化へ向けてアイデアを出してੵۃ的に関わろうとしている
ことから、できるݶり実現へ向けたࢧԉやアドバイスをしようとࢼΈていた。また、理事
長は自らがੵۃ的に地域活性化へ向けた活動に取り組Μでおり学生からݟたらָしくてັ
ྗ的なଘࡏであることが分かった。学生たͪは当初はゼミ活動の一環として取り組Μだ
が、回をॏͶる͝とに個人ࠩはあるものの能動的、ੵۃ的なマインドでの関わりへม༰し
ていったことが伺える。
̏－２．தখاۀͱのڞ૑ࣄྫ
ʢ̍ʣ場のઃఆͱ૬ޓ࡞༻
　アクティブラーニングの定義はʮڭՊ౳のຊ࣭的な学びを౿まえた主体的・ର࿩的でਂ
い学びʯである３。これは、一人一人が޾෱な人生を生きるためには、どのようなྗをҭ
Μでいく΂きかについて、ม化の中に生きる社会的ଘࡏとして、グローバル化する社会の
３จ෦Պ学লホームページ
 IUUQXXXNFYUHPKQB@NFOVTIPUPVOFXDT1180IUN（検ࡧ日2019年̓月28日）。
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中で਎につける能ྗをࣔしている̐。
　大学はݐ学の精神であるʮҒ大なるฏຌ人たれʯにもとͮき、社会のม化や地域・࢈業
քからの多様なཁ請を౿まえた実ફ的なڭҭのਪਐを実施している。商学Պはアクティブ
ラーニングのख法を取りೖれることにより、学生が主体となるڭҭ ŋ研究にੵۃ的に取り
組Μでいる。学生が基ૅ学ྗの上にཱった෯޿いઐ໳஌ࣝを修ಘし、自らが主体性を࣋っ
て学Ϳことによって、ײ性๛かで໰題解決のためのԠ用展開能ྗをもった実ફ的な人ࡐに
成長することを目指している。その一環の主な取組Έとして地域の企業などとのަ流を活
発化させ、地域活性化や新たな商඼やサーϏスの共同開発などを提Ҋ、実施している。
　201年12月̍日から大東商工会議所の紹介で大ࡕ࢈業大学と(-$+BQBO 株ࣜ会社はク
ラウドファンディングを用いたʮ学生との共同商඼開発ʯに関する共同研究契໿をక結し
てアクティブラーニングの一環としての活動を開࢝した。一ൠ的に企業と学生のڠಇ企画
は学生がアイデアを出して、࢒りは企業がΧタνにするというものが多い。しかし実ࡍに
はアイデアˠઃ計ˠサンプルˠ商඼化ˠൢചとクϦアす΂きステップがいくつもある。こ
れから社会に出ていく学生はこの社会地域࿈ܞ事業の実ફ、生きたܦ営学体ݧプロジΣク
トをとおして商඼開発の一෦を体ײすることができた。
ʢ２ʣ੒Ռ
　学生は大東ࢢ಺にある(-$+BQBO の工๪へ๚໰しながらアイデアのந出、ࢼ作඼の੡
作などをॏͶて企画を精៛化させた結果、ʮ0,クϦップ（ܞଳϋンコケース）ʯの商඼໊
で商඼化した。商඼のಛ௃は、インクਁಁܕ؆қϋンコをऩೲしܞଳできるためのケース
で、ຊ体ཪ໘の金ଐクϦップでスケジュールா、Χバンや上ணのϙケットに؆単に૷ணで
きる。学生の考えたキϟッνコϐーはʮ学生って、提出ॻྨや課֎活動やアルバイトで、
意֎とϋンコを࢖うΜです。でも、小さくてコロコロしてるから、࣋ͪ運びにෆศでແく
してしまったりஸ度いいケースがなかったので自分たͪで作ってΈようってなりましたʯ
である。そして、クラウドファンディングに向けてਐ展させるために2018年３月0日付で
実用新Ҋ申請（実ئ2018ô122）を׬ྃさせ̓月にプϨスϦϦースをした̑。
　2018年度はҾきଓきアクティブラーニングとして取り組Έʮ௨ۈ௨学ઐ用の学生が考え
̐จ෦Պ学লホームページ IUUQXXXNFYUHPKQC@NFOVTIJOHJDIVLZPDIVLZPTJSZPBUUBDI
11IUN（検ࡧ日2019年̓月28日）。ࠃはಛにこれからの࣌୅にٻめられるࢿ࣭・能ྗとしてকདྷ
の༧ଌがࠔ೉なෳࡶでม化のܹしい社会や、グローバル化がਐ展する社会に、どのように向き߹い、
どのようなࢿ࣭・能ྗをҭ成していく΂きかについて、学ߍڭҭにおいてॏࢹす΂きࡾཁૉ（ʮ஌ࣝ・
ٕ能ʯʮ思考ྗ・判断ྗ・表現ྗ౳ʯʮ主体的に学習に取り組むଶ度ʯ）と関࿈して検౼している。
̑大ࡕ࢈業大学ホームページ
 IUUQTXXXPTBLBTBOEBJBDKQGDOFXT8IUNM（検ࡧ日2019年̓月28日）。
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た社会人になっても࢖いたいϙケットウΥϨットʮ$３ʯʯを商඼化した̒。この商඼の
ಛ௃は、コンύクトなマネークϦップに機能性をプラスして௨ۈ௨学に࢖いউखのྑいࡒ
෍である。ڳϙケットやジーンζのޙろϙケットにもͽったりೖり਎ܰに֎出が可能であ
る。学生がຊؾで࢖いやすさを௥ٻし、社会人になっても長年࢖えるࡒ෍である。当初、
この企画はマネークϦップから開࢝して、そのޙマネークϦップに機能性を࣋たせʮ௨ۈ
や௨学に࢖える多機能ウΥϨットʯというコンセプトで実現化を໛ࡧした。何度もミーティ
ングをॏͶてࢼ行ࡨޡするなかでಥ೗として #00,ܕという࢐新なデβインҊが஀生し
たܦҢがある。
　企業はこのような商඼開発はʮ࢈学࿈ܞʯでないとできなかった成果だとධ価している。
学生の࢐新なアイデアをظ଴しての࢈学࿈ܞであったが、まさか学生がϋンコをසൟに࢖
用していて、そのܞଳのෆศさからアイデア商඼が生まれるとは考えもしなかったそうだ。
学生と࿈ܞ開発したクラウドファンディングを用いたख法は商工会議所などから多くの関
心を集めることになった。その結果、開発した学生は商工会議所の主࠵するセミφーでใ
ࠂをする機会をಘた。そして、2019年度はӉ࣏ాݪࢢでお஡の੡଄・商඼開発・ൢചをす
る流芳園とクラウドファンディングに挑戦した。大東商工会議所から商඼開発のґཔが૿
えて現ࡏ取り組Μでいる。
ʢ̏ʣ̏ͭのࢹ఺Ͱの·ͱΊ
　(-$+BQBO 株ࣜ会社の社長は̐月のઐ໳ԋ習"でクラウドファンディングに向けたڠ
ಇ企画のプϨゼンを実施した。ゼミの学生はマーケティングや商඼開発に関心をもってい
る。学生はֵを࢖った商඼開発を生活ײ֮で挑戦できることから多くの関心を集めた。そ
のޙ、ر๬学生は大東ࢢ಺の工๪で実ࡍにࢼ作඼を作ることを体ݧした。
　̓月に中間ใࠂ会を実施して、࠾఺表にもとͮいて企画が商඼化に向けてਐめることが
できるか、ࢢ場性やಠ自性があるかどうかについて精ࠪした。その結果࠾用とෆ࠾用の企
画に分かれた。学生は実ࡍに商඼開発を体ݧすることで、ຊ当に関心があるのか、商඼開
発ができるのかについて಺লすることができた。結果的に、学生がߴいϞνベーションを
ҡ࣋することで最終的に商඼化へとつながった。
̏－̏．ࣄྫのখׅ
　商店街の活動からは理事長のલ向きに取り組む࢟੎と学生の実行したいことをなる΂く
̒大ࡕ࢈業大学ホームページ
 IUUQTXXXPTBLBTBOEBJBDKQGDOFXT808IUNM（検ࡧ日2019年̓月28日）。
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実現させようとする೤意が఻わってきた。また、地域活性化のために全ྗで取り組む࢟੎
が場の参加者の共ײと一体化をৢ成した。地域の企業の୅表者と一ॹに介助犬ひろばや෭
理事長が運営する生活サϙートのボランティアへ多くの学生がエントϦーすることになっ
た。
　中小企業との共創事業からはスタートアップ企業の社長のલ向きなʮ学生のײ性を商඼
化するʯຊؾ度とやるؾが఻わってきた。その結果、商඼化へ向かって成ޭする事例が出
てきた。そして、大東青年会議所のメンバー企業とのクラウドファンディングへとつながっ
た。これらの一࿈のプロセスは当初計画されたことではなく೿生的なۮ有性のある創発的
な޿がりである（ਤ̎）。
ਤ２ɹࣄྫの·ͱΊ
出所ɿච者作成。
４．ߟ࡯ʙ৽͍͠஌ݟのಋग़
４－̍．場のੜ੒ͱओମのมԽ
　新しい場の生成は計画的にできるであろうか。場は行政主ಋܕのコミュニティͮくりや
地域活性化施ࡦのਪਐでઃ定できるが、このやり方では一定の成果は出ているが課題が多
い。地域活性化を目指す主体が自然とҾきدせられて集まる仕ֻけがඞཁとなる。事例を
とおして集まるのは組৫の୅表者ではなく組৫をߏ成する個人であることが分かった。場
に参画する主体は自主的な意ཉのある参加者である。ಛにຽ間や地域の主体は自己実現を
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達成したい個人である。参加者は日常的な仕事や役割を実行しながら自己実現のために社
会課題を解決したいと行動している。最初は小さい場だが共同体として方向性を創出する
ことで場のコンテキストを個に与えることで場が大きくなる。そして、自然に発生した主
体が異なる小さな場を結び付けて大きな場に生成する役割を学生が担っていることが伺え
る（藤岡、2018）。
　このようなプロセスで、主体が多様な出会いと相互作用をとおしてエネルギーを強くし
ていくことが分かった。事例で整理したように、結果的には多くのつながりが目的と方向
性を共有する活動を実施することで新たな介助犬ひろばなどの活動へ発展した。介助犬ひ
ろばは地元企業の川村義肢（株）が社会貢献の一環としてバックアップしている。2019年
度はアクティブラーニングの一環としてホームページの作成に多くの学生が関わってい
る。大東青年会議所の関係では９月に実施されるイベントに20人近くの学生が自主的に参
加することになった。
　大東商工会議所の紹介でスタートした地元企業との共同研究は一定の成果を上げてい
る。2019年度は大東青年会議所の会員企業である流芳園のクラウドファンディングにつな
がった。このような地域を舞台にしたアクティブラーニングの活動は学生にとっての学習
効果と地域活性化との成果に結びついている。しかし、このような成果は当初計画された
ことではない。行動しながら参加する主体間が相互作用する中で最終的には参加する学生
が主体的に何らかの基準で判断している。学生はゼミ単位の学生コミュニティでの相互作
用や自分が関心のあるテーマに取り組むという契機が挑戦に向けての初動につながるよう
だ。また、３回生ということで間もなく就職活動を控えていることや全員が20歳を超えて
いて自己責任で意思決定できることも関係していると考えられる。
　大学と商店街が繋がることによって地域の主体が社会システムの場の中に参加して大き
な場が形成されて行く可能性があることがわかる。学生が参加することにより商店街活動
は地域に開かれたオープンな場になるきっかけができる。小さな活性化の理念・目的で集
まって生成された場が自然に集まることにより、共創的コミュニケーションが創発される
（藤岡、2018）。
４－２．場の運営
　場の運営をどのようにすればよいのであろうか。マネジメントは計画、実行、検証のマ
ネジメントサイクルで表わされる。企業や行政の計画や補助金申請などでは目標管理が徹
底されている。しかし、地域活性化は目指せてもその具体的な方法は実行しながら修正を
加えて行くことになる。当初、理事長はボランティア精神から学生のためならば機会の提
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ڙをしようと考えたそうだ。
　理事長がࠓ回のアクティブラーニングで考Ҋした商店街の地域活性化ࡦとしての商店街
大学はܧଓ的な取り組Έになるそうだ。このように、成果は当初意ਤしていなかったこと
が多い。したがって、఻౷的な管理ܕの組৫運営ख法では場はઃ定できても、地域活性化
の強いݪ動ྗにはҭͪにくいのではないかというԾઆが生成できる。
　共創では共同体としての਎体をつくること、そして人ʑがこの਎体の創଄的運動をその
಺ଆのཁૉとして生Έ出すಇきをଓけて行くことがඞཁである。共同体の಺෦では人ʑの
਎体の動きを௚઀的に఻え߹うʮ自ଞඇ分཭的コミュニケーションʯがඞཁである（ਗ਼ਫ、
2000ɿ）。地域には地域で生をडけて地域で฻らす多くのॅຽがいる。地域活性化の活
動で一൪ॏཁなのは地域で฻らす生活者である。地域活性化を実現するためには地域ॅຽ
とدりఴいながら活動をする/10法人や地域ஂ体そして地域の社員を多く๊えた商業者、
中小ྵࡉ事業者などとの関わりがॏཁである。
　場を運営しながら地域活性化の成果を出すためには新しいマネジメントやϦーμーシッ
プのख法のཱ֬がඞཁであることが分かる。共創には目標のはっきりとした共創と、人ʑ
がແ意ࣝ的にಇいて大きなྺ࢙の流れをつくるような共創がある。一つの目標に向かって
さま͟まな人ʑが共創をおこなう࣌は、それͧれが互いに助け߹うঢ়ଶになり、それͧれ
の創଄的なエネルギーが目標に向かって集中される。人ʑの創出の間が߹うことで運動体
が生まれて共同体の生໋が出現する。共創のϦーμーは໋ྩを発する人ではない。Ϧーμー
の大きい役割は共創の場を作ることにより人ʑをޑ舞して共創に向かわせることである。
そのために、人ʑの場所の形成作用を助けるのがϦーμーの仕事である（ਗ਼ਫ、2000ɿ
11ô1）。
　商店街の理事長はڷ౔Ѫが強く、地域活性化は上から໋ྩされてやるのではແく、そこ
にॅむ人ʑが、ແ理なく自主的に小さな社会貢献を行動しܧଓできるか、その集߹体がັ
ྗある地域だと思うとड़΂ている̓。理事長は自ら地元のࡇりに߹わせてʮ໺࡚プロϨスʯ
を主࠻している。ࠓ回で̒回目の開࠵となり多くの地域のスϙンサーがࢧԉする一大イベ
ントを実施している。このような೤意がັྗとなって学生と相互作用をしていることが伺
える。
４－̏．ཧ࿦తߟ࡯
ʢ̍ʣ૑ൃϚʔέςΟϯά
　఻౷的マーケティングのઌ行研究からはマーケティング戦ུの実行には、451（ࢢ場ࡉ
̓地元を͙っと੝り上げるࢁా研究所 IUUQTSBWJFOFU Q89（検ࡧ日2019年̔月３日）。
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分化ɿ4FHNFOUBUJPOɼ標的ࢢ場ɿ5BSHFUJOHɼϙジショニングɿ1PTJUJPOJOH）を決定する
戦ུஈ֊とマーケティング・ミックスを決定する戦ज़ஈ֊の機能戦ུがあることが提ࣔさ
れている（,PUMFS、198ɿ20ô2）。しかし、఻౷的なマーケティングのखॱは動ଶ的な
環ڥม化のܹしいこれからの環ڥԼでは効ྗが௿くなると考えられる。動ଶ的な環ڥԼで
は機能ผに戦ུと実行を分཭する方法から୤٫して相互作用やプロセスにয఺を当てるこ
とがॏཁとなる。また、創発をとおした価値実現をおこなうख法にస׵することがٻめら
れる。ໜ໦はʮひらめきにおいて೴が新しいものを生Έ出すように、それまでになかった
ものや性࣭が生Έ出されるプロセスをʮෳࡶܥのՊ学ʯでは創発とݺͿʯとઆ໌している
（ໜ໦、200ɿ8）。すなわͪ、計画・管理と創発は相互ґଘ関係の֓念であり、計画・管
理はߗ௚的でなく 1MBO%P4FF のサイクルで当֘主体に有རな創発を取りೖれることでै
དྷの計画・管理をมֵすることができる考え方である。このようなैདྷのマーケティング
実行プロセスをมֵする考え方を創発マーケティングとݺΜでいる。
　上ݪは創発マーケティングについて、あらΏる主体がଞの主体とަ流して相互作用を展
開することから個を超える全体をつくることである。戦ུࡦ定者がۮ然をഉআして༧定の
࿮಺にೖる事৅をॲ理することにॏ఺をஔく計画 ŋ管理ではなくてۮ然を取りࠐむことに
よって新たな༧定をつくり出すための計画・管理であるとड़΂ている（上ݪ、2008ɿ2ô
28）。
　創発の研究はٕज़ܦ営の分໺でૣくから考察されており創発事例の大൒は個人のセϨン
ディϐティ（TFSFOEJQJUZ）、;としたۮ然をきっかけに思いもかけなかったことを思いつ
くことによるとされる（୮Ӌ、200ɿ19ô199）。
　ए者や学生が企業の考えていた商඼開発コンセプトとҧった࢖用方法や価値を生活者と
してのࢹ఺で創଄した事例は多い。有໊な事例としてはडݧシーζンにޠ࿊߹わせのおक
りグッζがചれたことなどがڍげられる̔。創発マーケティングは、イベントやސ٬との
相互作用をとおしてސ٬の੠をฉき、そこから企業಺だけでは考えられなかった発૝を思
いついて価値創଄へとつなげることである。このように、創発は異࣭な主体間の相互作用
においてଅਐされることが多いと考えられる。
ʢ２ʣ૑ൃのϚωδϝϯτ
　企業が創発を戦ུに組Έೖれ計画をࡦ定するためには戦ུの計画と実行におけるプロセ
̔۝भのスーύーではडݧシーζンになるとキットΧットがなͥかよくചれる現৅がىきていた。これ
は۝भหのʮきっとউつʯの発Իと商඼໊がྑくࣅていることから中ߴ生のडݧ用の商඼として人ؾ
が出たためである（ੴҪଞ、2019ɿ22）。
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スのࢹ఺にもとͮく考察がඞཁである。戦ུと実行との関係性についてのॏཁな課題は、
どのようにしてۮ然性とࢼ行ࡨޡを戦ུへと取りࠐΜでいくのかをର৅とする動ଶ的な研
究である。課題は計画できないことをいかに計画するか、ۮ然の発ݟをどうѻうか、ࢼ行
ࡨޡを効果的におこなうにはどうしたらよいのかなどである（୮Ӌ、200ɿ19）。
　ܦ営学のཱ場からは、.JO[CFSH（1998）が、׬ᘳに実現されることを意ਤした戦ུを
計画的戦ུ、あらか͡め意ਤされたものではなく小さな行動が集ੵされ、その౎度学習す
るաఔで戦ུの一؏性やύターンが形成される戦ུを創発的戦ུとݺΜでいる（ਤ３）。
すなわͪ、戦ུは計画的にࡦ定されると同࣌に創発的に形成されなければならないとする。
現実的な戦ུはこの̎つをซせもたなければならない（.JO[CFSH、1998ɿ11ô12）。
ਤ̏ɹ૑ൃઓུ
出所ɿ.JO[CFSH（1999）Q12
ʢ̏ʣαʔϏεࣾձのݸਓのଊ͑ํ
　఻౷的マーケティングはܦࡁシステムを舞台にして企業のཱ場から理࿦化されて実ફさ
れてきたのにରして、価値共創マーケティングは社会システムにおける企業とސ٬の関係
にয఺を当てている。社会システムのもとでސ٬と企業との間にサーϏス関係がߏஙされ
る（村দฤஶ、201ɿ1）。社会システムを理解する場߹、ܦࡁ学ではあまりॏࢹされて
こなかったιーシϟル・Ϗジネスや֤छʮ中間ྖ域ʯに஫目して検౼するඞཁがある（岡
෦、201ɿ110）。そして、主流೿ܦࡁ学がલ提とするར己的な個人を࠶検౼するඞཁがあ
る。個人の行動には、੣実さ、コミットメント、৴པなど、ར己性とは性֨を異にする໘
がগなくなく、人間の行動であるܦࡁ現৅を理解する場߹、これらのଆ໘を考ྀするඞཁ
がある（岡෦、201ɿ11）。
　サーϏス社会をલ提とする価値共創マーケティングはจ຺価値とオペラントなސ٬をલ
提として理࿦化、精៛化をしている。จ຺価値とは、価値はࢢ場取Ҿޙのަ׵ޙのফඅ・
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࢖用ஈ֊で初めて生まれること、すなわͪ、ސ٬がಠ自に判断する価値のことである。マー
ケティングはܦࡁ学を基ૅにこれまで発展してきた。サーϏス社会ではす΂ての取Ҿが
サーϏスのަ׵とଊえられることから、サーϏスの同࣌性のಛ性上、ސ٬のফඅプロセス
で出現することになりೝࣝされる。したがって、ސ٬は企業ଆから一方的にܹࢗ൓Ԡさせ
られる٬体ではない。また、企業はސ٬のٻめにおいてサーϏスを提ڙするཱ場である。
したがって、価値共創マーケティングは自ཱ的、能動的な主体を意ຯするオペラントとし
てのফඅ者やސ٬を૝定している。
　サーϏス・マーケティングのインターφル・マーケティングではオペラントなै業員（社
員）としてのଊえ方がਁಁしてきた。これは、ސ٬ຬ଍（$4）と同࣌にै業員ຬ଍（&4）
の用ޠが多く࠾用され出したことからも伺える。すなわͪ、マーケティングの఻౷的な流
れでもސ٬やै業員をオペラントと同様にѻう思૝がժ生えだしてਁಁしつつある。ಛに、
サーϏス社会をલ提とした価値共創マーケティングでは社員や組৫をオペラントとしてଊ
える組৫運営が主流となる（村দฤஶ、2018ɿ108）。
　事例で考察したように価値共創の場に参加する主体は、地域の事業者とその社員、
/10などのஂ体、行政、商工会議所や商工会、地域のएखܦࡁ人の組৫である青年会議所、
生活者の個人などである。ಛに、ܦࡁ学でいうೋ෦໳ϞデルҎ֎の参加者がॏཁな主体と
なる。
　20ੈلのܦࡁ学は、政෎とࢢ場のೋ෦໳Ϟデル、Ϟϊのফඅを中心としたྔ的な研究
が中心、ར己的かつ߹理的な個人の行動を౔台に理࿦化された。人間のຬ଍度（効用ɿ
VUJMJUZ）はϞϊをফඅすることから生まれる。インセンティブは個人のར己性と߹理性に
よってຬ଍度を最大化するために活動することをલ提に組Έཱてられている。これを౔台
とした社会Պ学は理࿦体ܥとしても課題があるଞ、これにもとͮく政ࡦ࿦にも大きな໰題
が൐う（岡෦、201ɿ0ô1）。఻౷的マーケティングはこのようなܦࡁ学の強いӨڹԼに
あるܦ営学のӨڹԼで発展したܦҢがある。これからは、ैདྷのೋ෦໳Ϟデルからརଞ性
や相互性をॏࢹするୈࡾの෦໳（コミュニティ、/10、ιーシϟル・Ϗジネスなど）を
ର৅としたϞデルで考察するඞཁがある。社会システムをこのように理解して心理学やจ
化人ྨ学との学ࡍ的な研究をॏͶていくඞཁがある。
ʢ４ʣαʔϏεࣾձの૊৫ͱ運営
　.BTMPX（1998）は、シφジーがඋわった社会੍度のԼでは、ར己的な目的を௥ٻする
ことがඞ然的にଞ人を助けることにつながり、またѪଞ的・རଞ的でଞ人を助けようとす
る行動が、自ͣと、そしてඞ然的に自分自਎にもརӹをもたらすと提ࣔしている（๜༁
（1）
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究である。課題は計画できないことをいかに計画するか、ۮ然の発ݟをどうѻうか、ࢼ行
ࡨޡを効果的におこなうにはどうしたらよいのかなどである（୮Ӌ、200ɿ19）。
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ਤ̏ɹ૑ൃઓུ
出所ɿ.JO[CFSH（1999）Q12
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11）。シφジーとはܦ営学で用いられるʮ相৐効果ʯの意ຯではなく、ݪ࢝的จ化の݈߁
度をࣔすݴ༿として、シφジーがߴい΄どそのจ化は݈߁的で、シφジーが௿い΄どෆ݈
߁なจ化として定義される９。シφジーがシステムの中にある組৫はར己的な実行がརଞ
的（社会貢献）になる。学生は、自分自਎がָしいことや֨޷ྑくັྗ的な場、地域ॅຽ
は、参加したくなるようなقઅ࠵事や਎近な学習・ަ流の場、企業は社会貢献をとおして
理念を実現できる場にັかれる。このような場をとおして参加する主体のར己的な実行が
རଞ的（社会貢献）な成果につながるシステムである。
　自己実現しようとするϦーμーは࢖໋ײが強く社会的な課題を解決することにເ中であ
る。そして、仕事をָしΜでいる参加者は仕事と༡び、個人と仕事、自己とඇ心理的現実
といったೋ分法的ରཱを超ӽしている。自分らしく行動する場への参加者は自分自਎の長
所や୹所をよく理解して能ྗを発شするためには長所を活かすことがඞཁだと心ಘてい
る。やりたいことも໌֬なために、それをଞ人に఻えてڠྗをٻめることもできる。これ
らの行動は自分のやりたいことの実現に向けて集ஂをまとめながら共同で活動することに
つながる（中໺、2018ɿ108）。自然と場の中心になる人෺がϦーμーとしての役割を担う
ことになる。
̑．͓ΘΓʹ
　これまでのマーケティング研究は企業のཱ場で生࢈性や効཰化をॏࢹしたܦࡁ社会をલ
提に理࿦化、֓念化がਐ展してきた。価値共創マーケティングは社会システムの中で考察
される。社会システムの中でސ٬が決める価値を出発఺として企業が௚઀どのような相互
作用をとおしてސ٬の価値を共創するのかが研究のର৅となる。ຊߘで考察したアクティ
ブラーニングをとおした場が社会システムの中でおこなわれる相互作用の場である。そこ
では生活者をは͡め事業者や/10など多様な主体が相互作用をおこなっている。価値共
創マーケティングの֓念化にはこのような場に企業が௚઀的に関わりながら組৫運営をと
おしてจ຺価値を創଄していくための֓念化がෆ可ܽである。Ҿきଓき研究をਐ展させて
いきたい。
９日ຊについてௐࠪ研究して19年にʰ ٠と౛ をʱ出൛したルース・ベネディクトが用いたݴ༿である（中
໺、2018ɿ1ô1）。
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ँࣙ
　ຊߘは大ࡕ෎からのҕୗ事業ʮฏ成0年度　商店街サϙーター創出・活動ࢧԉ事業　課
題解決プランʯ、ฏ成0年度大ࡕ࢈業大学商学Պಛผඅ（ゼミ単位でのアクティブラーニ
ング）で活動した事例を中心に考察しています。また、大ࡕ࢈業大学共同研究組৫の助成
をडけています。ここにهしてޚྱを申し上げます。
ࢀߟจݙ
,PUMFS1（198）┑┥┶┯┩┸┭┲┫ⓤ┑┥┲┥┫┩┱┩┲┸⓾ⓤ┅┲┥┰┽┷┭┷⓰ⓤ└┰┥┲┲┭┲┫⓰ⓤ┥┲┨ⓤ┇┳┲┸┶┳┰⓰ⓤ1SFOUJDF)BMM
.BTMPX")（191）┘┬┩ⓤ┊┥┶┸┬┩┶ⓤ┖┩┥┧┬┩┷ⓤ┳┪ⓤ┌┹┱┥┲ⓤ┒┥┸┹┶┩7JLJOH1SFTT（上ా٢一༁（1999）
ʰ人間性の最ߴ価値ʱ੣৴ॻ๪）。
.BTMPX")（1998）┑┥┷┰┳┻ⓤ┳┲ⓤ┑┥┲┥┫┩┱┩┲┸+PIO4POT*OD（金Ҫᆹ޺؂༁（200）ʰ ׬全
なるܦ営ʱ日ຊܦࡁ新ฉ社）。
.JO[CFSH)#"IMTUSBOE+-BNQFM（1998）┗┸┶┥┸┩┫┽ⓤ┗┥┪┥┶┭⓾ⓤ┅ⓤ┋┹┭┨┩┨ⓤ┘┳┹┶ⓤ┘┬┶┳┹┫┬ⓤ┸┬┩ⓤ
┛┭┰┨┷ⓤ┳┪ⓤ┗┸┶┥┸┩┫┭┧ⓤ┑┥┲┥┫┩┱┩┲┸⓰ⓤ'SFF1SFTT（໦村ॆ؂༁（1999）ʰ 戦ུサファϦʱ東༸ܦࡁ
新ใ社）。
ੴҪ३ଂ・ኍాষޫ・ࡔాོจ（2019）ʰ ̍からのマーケティング・デβインʱ੽学ࣷ。
上ݪ੐඙（2008）ʮ創発マーケティングの実ફ࿦理ʯ%/1創発マーケティング研究会ʰ創発する
マーケティングʱ日ܦ#1企画ɽ2ô1。
岡෦ޫ໌（201）ʮ主流೿ܦࡁ学のʮࣦഊʯとそのରԠʯʰ ໌࣏学Ӄ大学ࠃࡍ学研究ʱ1ɿ21ô0。
クルト・Ϩϰィン（201）ʰ 社会的ᷤ藤の解決ʱͪとせプϨス。
ਗ਼ਫതฤஶ（2000）ʰ 場と共創ʱ/55出൛。
中໺໌（2018）ʰ マζロー心理学ೖ໳ʙ人間性心理学のݯ流をٻめてʱアルデ。
୮Ӌਗ਼（200）ʰ ٕज़ܦ営࿦ʱ東ژ大学出൛会。
໺村߁（2018）ʰ 社会Պ学の考え方ʙೝࣝ࿦、Ϧサーν・デβイン、ख法ʱ໊ݹ԰大学出൛会。
藤岡芳郎（2018）ʮ地域活性化活動における場の生成プロセスについてʙ価値共創アプローνで
の理࿦的考察ʯʰ 大ࡕ࢈業大学ܦ営࿦集（大ࡕ࢈業大学学会）ʱ 19ɿ109ô12。
村দ५一ฤஶ（201）ʰ ケースブック　価値共創とマーケティングʱ同จؘ出൛。
村দ५一（201）ʮ価値共創マーケティングのର৅ྖ域と理࿦的基൫ʙサーϏスを基࣠とした新
たなマーケティングʯʰマーケティングジϟーφル（+BQBO.BSLFUJOH"DBEFNZ）ʱ（/P ̎）ɿ
2ô20。
村দ५一ฤஶ（2018）ʰ サーϏス社会のマネジメントʱ同จؘ出൛。
ໜ໦݈一郎（200）ʰ ひらめき೴ʱ新ை新ॻ。
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提に理࿦化、֓念化がਐ展してきた。価値共創マーケティングは社会システムの中で考察
される。社会システムの中でސ٬が決める価値を出発఺として企業が௚઀どのような相互
作用をとおしてސ٬の価値を共創するのかが研究のର৅となる。ຊߘで考察したアクティ
ブラーニングをとおした場が社会システムの中でおこなわれる相互作用の場である。そこ
では生活者をは͡め事業者や/10など多様な主体が相互作用をおこなっている。価値共
創マーケティングの֓念化にはこのような場に企業が௚઀的に関わりながら組৫運営をと
おしてจ຺価値を創଄していくための֓念化がෆ可ܽである。Ҿきଓき研究をਐ展させて
いきたい。
９日ຊについてௐࠪ研究して19年にʰ ٠と౛ をʱ出൛したルース・ベネディクトが用いたݴ༿である（中
໺、2018ɿ1ô1）。
1
価値共創マーケティングによる地域活性化の一考察（藤岡芳郎）
ँࣙ
　ຊߘは大ࡕ෎からのҕୗ事業ʮฏ成0年度　商店街サϙーター創出・活動ࢧԉ事業　課
題解決プランʯ、ฏ成0年度大ࡕ࢈業大学商学Պಛผඅ（ゼミ単位でのアクティブラーニ
ング）で活動した事例を中心に考察しています。また、大ࡕ࢈業大学共同研究組৫の助成
をडけています。ここにهしてޚྱを申し上げます。
ࢀߟจݙ
,PUMFS1（198）┑┥┶┯┩┸┭┲┫ⓤ┑┥┲┥┫┩┱┩┲┸⓾ⓤ┅┲┥┰┽┷┭┷⓰ⓤ└┰┥┲┲┭┲┫⓰ⓤ┥┲┨ⓤ┇┳┲┸┶┳┰⓰ⓤ1SFOUJDF)BMM
.BTMPX")（191）┘┬┩ⓤ┊┥┶┸┬┩┶ⓤ┖┩┥┧┬┩┷ⓤ┳┪ⓤ┌┹┱┥┲ⓤ┒┥┸┹┶┩7JLJOH1SFTT（上ా٢一༁（1999）
ʰ人間性の最ߴ価値ʱ੣৴ॻ๪）。
.BTMPX")（1998）┑┥┷┰┳┻ⓤ┳┲ⓤ┑┥┲┥┫┩┱┩┲┸+PIO4POT*OD（金Ҫᆹ޺؂༁（200）ʰ ׬全
なるܦ営ʱ日ຊܦࡁ新ฉ社）。
.JO[CFSH)#"IMTUSBOE+-BNQFM（1998）┗┸┶┥┸┩┫┽ⓤ┗┥┪┥┶┭⓾ⓤ┅ⓤ┋┹┭┨┩┨ⓤ┘┳┹┶ⓤ┘┬┶┳┹┫┬ⓤ┸┬┩ⓤ
┛┭┰┨┷ⓤ┳┪ⓤ┗┸┶┥┸┩┫┭┧ⓤ┑┥┲┥┫┩┱┩┲┸⓰ⓤ'SFF1SFTT（໦村ॆ؂༁（1999）ʰ 戦ུサファϦʱ東༸ܦࡁ
新ใ社）。
ੴҪ३ଂ・ኍాষޫ・ࡔాོจ（2019）ʰ ̍からのマーケティング・デβインʱ੽学ࣷ。
上ݪ੐඙（2008）ʮ創発マーケティングの実ફ࿦理ʯ%/1創発マーケティング研究会ʰ創発する
マーケティングʱ日ܦ#1企画ɽ2ô1。
岡෦ޫ໌（201）ʮ主流೿ܦࡁ学のʮࣦഊʯとそのରԠʯʰ ໌࣏学Ӄ大学ࠃࡍ学研究ʱ1ɿ21ô0。
クルト・Ϩϰィン（201）ʰ 社会的ᷤ藤の解決ʱͪとせプϨス。
ਗ਼ਫതฤஶ（2000）ʰ 場と共創ʱ/55出൛。
中໺໌（2018）ʰ マζロー心理学ೖ໳ʙ人間性心理学のݯ流をٻめてʱアルデ。
୮Ӌਗ਼（200）ʰ ٕज़ܦ営࿦ʱ東ژ大学出൛会。
໺村߁（2018）ʰ 社会Պ学の考え方ʙೝࣝ࿦、Ϧサーν・デβイン、ख法ʱ໊ݹ԰大学出൛会。
藤岡芳郎（2018）ʮ地域活性化活動における場の生成プロセスについてʙ価値共創アプローνで
の理࿦的考察ʯʰ 大ࡕ࢈業大学ܦ営࿦集（大ࡕ࢈業大学学会）ʱ 19ɿ109ô12。
村দ५一ฤஶ（201）ʰ ケースブック　価値共創とマーケティングʱ同จؘ出൛。
村দ५一（201）ʮ価値共創マーケティングのର৅ྖ域と理࿦的基൫ʙサーϏスを基࣠とした新
たなマーケティングʯʰマーケティングジϟーφル（+BQBO.BSLFUJOH"DBEFNZ）ʱ（/P ̎）ɿ
2ô20。
村দ५一ฤஶ（2018）ʰ サーϏス社会のマネジメントʱ同จؘ出൛。
ໜ໦݈一郎（200）ʰ ひらめき೴ʱ新ை新ॻ。
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